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●
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
へ

◦·

信
号
の
な
い
横
断
歩
道
で
横
断
待
ち
の
歩
行
者
が
い
る
場
合

は
必
ず
一
旦
停
止
し
て
、
渡
ら
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

◦·

右
左
折
や
車
線
変
更
時
は
、
追
突
、
巻
き
込
み
事
故
防
止
の

た
め
、
方
向
指
示
器
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

◦·

時
間
に
は
余
裕
を
持
っ
て
、運
転
し
て
く
だ
さ
い
。
焦
る
心
は
、

普
段
な
ら
し
な
い
よ
う
な
違
反
や
事
故
の
元
と
な
り
ま
す
。

◦·

自
宅
や
目
的
地
周
辺
こ
そ
気
を
引
き
締
め
て
。
事
故
率
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

●
自
転
車
の
み
な
さ
ん
へ

◦·

自
転
車
横
断
帯
の
な
い
横
断
歩
道
は
、
自
転
車
も
通
行
が
で

き
ま
す
が
歩
行
者
優
先
で
す
。
注
意
し
て
渡
り
ま
し
ょ
う
。

◦·

集
団
で
自
転
車
に
乗
る
時
は
縦
１
列
で
。
横
に
広
が
る
と
多

く
の
人
の
迷
惑
と
な
り
ま
す
。

●
歩
行
者
の
み
な
さ
ん
へ

◦·

横
断
歩
道
が
近
く
に
あ
る
時
は
、
必
ず
横
断

歩
道
を
渡
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
車
道
を

渡
る
と
思
わ
ぬ
事
故
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

◦·

夕
暮
れ
時
や
夜
間
を
出
歩
く
と
き
は
、
反
射

材
を
使
う
な
ど
、
目
立
つ
格
好
を
し
ま
し
ょ

う
。

　

·

ド
ラ
イ
バ
ー
側
か
ら
は
思
っ
た
よ
り
も
歩
行

者
が
見
え
ま
せ
ん
。

　
今
後
30
年
以
内
に
大
地
震
が
和
歌
山
県
を

襲
う
確
率
は
80
％
以
上
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
地
震
や
津
波
、
崖
崩
れ
な
ど
か
ら
大
事

な
家
族
や
自
身
の
命
を
守
る
に
は
、
高
台
等

の
避
難
場
所
や
そ
こ
ま
で
の
安
全
な
経
路
を

知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
家
族
み
ん
な
で
再
確
認
し
て

み
ま
し
ょ
う
！

食
料
、
水
の
準
備
は
十
分
で
す
か
？

　
電
気
や
ガ
ス
、
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
が
止
ま
っ
た
場
合
に
備
え
て
、
普
段
か
ら

飲
料
水
や
保
存
の
効
く
食
料
な
ど
を
備
蓄
し

ま
し
ょ
う
。

☆
大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
１
週
間
分
の
備

蓄
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

☆
飲
料
水
と
は
別
に
、
ト
イ
レ
を
流
し
た
り

す
る
た
め
の
生
活
用
水
も

必
要
で
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
、
水
道
水

を
入
れ
た
ポ
リ
タ
ン
ク

を
用
意
す
る
、
お
風
呂
の

水
を
い
つ
も
張
っ
て
お
く

等
の
備
え
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　近年、大都市の繁華街を中心に、女子高校生等によるマッサージ、会話やゲームなどを楽しませる接
客サービスを売り物とする営業が見られ、「JKビジネス」と呼ばれています。
　一見すると問題のないアルバイトに見える場合でも、女子高校生等が客から児童買春等の被害に遇う
などのケースが目立っており、安易に働くことはとても危険です。
　　　　「JKビジネス」に係る各種トラブルに遭った際は、

# ９１１０(警察相談専用電話)または御坊警察署まで。
※警察署では24時間相談受付、あなたのプライバシーは守られます。

「JKビジネス」はNO ！
～危険が潜んでいる「JKビジネス」～

『
思
い
や
り
』
が

　
　
　

 
事
故
を
減
ら
し
ま
す

春 の 全 国 交 通 安 全 運 動

大 地 震 に 備 え て

御坊警察署
TEL：23-0110

高家駐在所
山尾徹

比井駐在所
吉井義昭

きしゅうくん
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公民館図書室だより

『成瀬は信じた道をいく』
宮島　未奈　著

　知らぬ間に多くの人に影響を与えながら、我が道を突き進む成瀬あかり。
　幼馴染の島崎が故郷に帰ると、成瀬が書置きを残して失踪しており．．．⁉
　「成瀬は天下を取りにいく」の続編。『小説新潮』掲載に書き下ろしを加
え書籍化。

『そういうゲーム』
ヨシタケ　シンスケ　著

　こっちのレジのほうが早かったら勝ち。冷蔵庫にあるものだけでおいし
いものをつくれたら勝ち。毎日いろんなゲームをする。何があってもゲー
ムをする。そういうゲームだから―。ヨシタケシンスケが描く、ゲームと
しての日常。

※新着図書は、一人２冊までの貸出となります

おすすめ図書

新　着　図　書
☆成瀬は信じた道をいく （宮島　未奈）
◦桜が散っても （森沢　明夫）
◦下垣内教授の江戸 （青山　文平）
◦11ミリのふたつ星　視能訓練士野宮恭一
 （砥上　裕將）
◦翳りゆく午後 （伊岡　瞬）
◦歪曲済アイラービュ （住野　よる）
◦普通の子 （朝比奈　あすか） 
◦セルフィの死 （本谷　有希子） 
◦俺の文章修行 （町田　康） 
◦任侠梵鐘 （今野　敏） 

☆そういうゲーム （ヨシタケ　シンスケ）
◦神様のおつかい犬純平 （関　朝之）
◦あなたのからだをだいじにするほん
 （横山　洋子）
◦まめまきぱーらぱら （おおい　じゅんこ）
◦いろいろたんじょうびケーキ
 （おおで　ゆかこ）
◦モモ　絵本版 （ミヒャエル・エンデ）
◦ノラネコぐんだんおりがみパンやさん
　たのしいおりがみBOOK
 （いしばし　なおこ）

など合計23冊！ など合計11冊！

一 般 書 児 童 書

新潮社

KADOKAWA

【お問い合わせ先】　中央公民館（TEL：６３･ ３８１１）

開室日：月曜日〜土曜日　午前８時30分〜午後５時
閉室日：日曜日、祝日、年末年始、特別整理期間
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